
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈
良
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
合
奏
団
は
、
１
９
７
９
年(

昭
和
５４

年)

奈
良
県
唯
一
の
社
会
人
合
奏
団
と
し
て
数
名
の
マ
ン
ド
リ
ン
愛

好
家
達
に
よ
り
発
足
い
た
し
ま
し
た
。 

私
達
は
地
域
に
密
着
し
た
、
そ
し
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
合
奏

団
を
目
指
し
て
活
動
を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。
社
会
人
合
奏
団
の

宿
命
で
あ
り
ま
す
が
、
転
勤
や
結
婚
な
ど
の
理
由
で
メ
ン
バ
ー
に

は
異
動
が
あ
り
ま
す
が
、
年
１
回
の
秋
の
定
期
演
奏
会
、
春
の
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
軸
に
演
奏
活
動
を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。 

創
団
２０
周
年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
ペ
ナ
ン
ト
は
、
社

寺
の
朱
色
、
奈
良
の
萠
る
若
草
色
、
日
本
古
来
の
高
貴
な
蘇
芳
色
で

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
本
合
奏
団
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
、
音
楽
美

の
追
求
、
人
の
和
、
輪
の
尊
重
、
技
術
の
向
上
、“
美
”“
和
”“
技
” 

を
表
現
い
た
し
て
お
り
、
私
達
は 

こ
の
ペ
ナ
ン
ト
の
も
と
、
よ
り 

一
層
充
実
し
た
合
奏
団
を
目
指 

し
、
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
を
拡
め
て 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て 

年
一
回
、
家
族
ハ
イ
キ
ン
グ
や 

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
の
親
睦
を 

深
め
る
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
ど
う
か
ご
支
援
の
程 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

「
奈
良
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
合
奏
団
」 

 

代
表 

安
田 

勝
彦
さ
ん 

 

自主グループの“  ” 
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作
品
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

「あ
す
な
ろ
川
柳
会
」 

毎
月
、
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
よ
り
、
川
柳
句
会
を
し
て
い
ま
す
。
人
間
の

喜
怒
哀
楽
や
社
会
情
勢
な
ど
を
ウ
イ
ッ
ト
・
ユ
ー
モ
ア
・
風
刺
も
き
か
せ
て

五
七
五
に
詠
み
込
む
楽
し
さ
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
和
や
か
な
句
会
で

す
。
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
、
一
度
覗
い
て
見
て
下
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

あ
い
さ
つ
が
上
手
に
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル 

  

清
居 

は
る
み 

 

踏
み
出
せ
ば
違
う
明
日
が
あ
る
予
感 

 

由
利 

慶
子 

 

注
ぎ
に
来
る
酒
忖
度
の
匂
い
す
る 

 

米
田 

恭
昌 

 

砂
か
ぶ
り
目
立
つ
と
こ
ろ
に
目
立
つ
人 

松
井 

準
策 

 

病
室
の
壁
に
ぼ
や
き
の
染
み
が
あ
る 

 

山
田 

順
啓 

 

目
の
届
く
位
置
で
私
を
泳
が
せ
る 

 

東
谷 

郁 

 

残
照
の
海
へ
無
念
を
投
げ
返
す 

 

牧
浦 

完
次 

 

シ
ナ
リ
オ
を
超
え
た
火
の
章
水
の
章 

 

小
林 

す
み
え 

 

右
病
め
ば
左
も
リ
ズ
ム
狂
い
だ
す 

 

吉
野 

成
子 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
送
る
春
の
駅 

 

毛
利 

元
子 

 

  

７
月
、
梅
雨
も
後
半
で
す
ね
。 

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
よ
う
な
、
猛
暑
と
予
想
さ
れ

て
い
る
夏
が
来
る
の
が
怖
い
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
す
る

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

毎
年
こ
の
時
期
に
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
福
岡
県
朝
倉
市
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
被
害
の
様
子
や

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
声
を
見
聞
き
す
る
と
、
本
当
に
心

が
痛
み
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
い
つ
自
分
の
身
に
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
。 

備
え
て
も
備
え
き
れ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
近
年
の

災
害
で
す
が
、
色
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
家
族
や
地
域

の
方
々
、
職
場
の
仲
間
な
ど
と
話
し
合
い
な
が
ら
備
え
て

お
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。 

去
る
７
月
２
日
に
は
、
学
園
南
地
区
自
主
防
災
・
防
犯

協
議
会
に
よ
る
「
避
難
所
開
設
訓
練
」
が
、
西
部
公
民
館

で
は
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１６５
人
も
の
地
域
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
高
さ
に
感
じ

入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

裏
面
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
来
る
７
月
２１
日

に
は
、
初
め
て
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
、
一
緒
に
災
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。 

館
長 

松
田 

洋
子 

西
部
公
民
館
の
老
舗
自
主
グ 

ル
ー
プ
「
奈
良
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー

合
奏
団
」
代
表
の
安
田
勝
彦
さ
ん
が

お
書
き
に
な
っ
た
文
章
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！ 

 

館
長
コ
ラ
ム 

 

せ
ん
り
ゅ
う
か
い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年７月２９日（土）10：00～11：30 

「私と公民館」をテーマに郷土史家の細呂木 千鶴子さんの講

演とともに、受講生のみなさんの「私と公民館」について、一

緒にワイワイ楽しくおしゃべりしませんか。 

対象：奈良市在住・在勤・在学の成人 ５０人 

申込方法：①往復ハガキ（62 円切手）②FAX（チラシ裏面） 

 ③インターネット（http://manabunara.jp）  

申込締切：７月２０日（木）必着 

がくえんまえサロン（対象：奈良市在住の６５歳以上） 

毎月３０日はがくえんまえサロンの日！月替わりでさま

ざまな内容の講座を開催中！７月３０日は表ページの自

主グループの顔でご紹介した、奈良マンドリンギター合奏

団さんによるコンサートです♪１３時３０分までに、６階

の体育室にお越しください！！※自由入場・申込不要。 

※長寿健康ポイント対象事業。ななまるカードをお持ちの

方は、忘れずにお持ちください。 

持ち物：上靴・下靴を入れる袋 

 

 

 

下記の日程は使用できません。ご確認ください。 

なお、この期間中も４週間後の申請は通常通りできます。 

１０／２４（火） 夜間のみ６階全室使用不可 

１０／２５（水） 終日全館使用不可 

   ～  

１０／２９（日） 終日全館使用不可 

１０／３０（月） 休館日 

１０／３１（火） 午前・午後全館使用不可  

※夜間より通常通り使用可 

 

文化祭開催にあたり、運営にご協力いただけるスタッフを

募集します。事前準備から文化祭開催中の裏方役まで、いつ

もとは違った公民館が見れるチャンスかも☆連絡会に加入

されていないグループの方や自主グループに所属されてい

ない個人の方でも大歓迎！！ 

窓口にある『文化祭スタッフ申込用紙』をご記入の上、事務

室にお声掛けください。 

文化祭を盛り上げ、一緒に楽しんでいただける方、お待ちし

ています♪ 

 

実施します！！ 

消防法で義務付けられている避難訓練。 

いつもは職員だけが参加していましたが… 

実際に何かが起こった場合、短時間で避難できるだろうか…とか 

しっかりと誘導できるだろうか…とか 

皆さんに安心してもらえる指示を出せるのだろうか…とか 

私たち、いろいろ不安な思いを抱えていました。 

そこでっ！！ 

今回は利用者の皆さんと一緒に行う『避難訓練』を企画しました。 

平成２９年７月２１日（金）１１：３０～ 

まさに活動中の利用者の皆さん！！ 

別の日時に公民館を利用されている皆さん！！ 

時々だけれど公民館を利用しているよという皆さん！！ 

もしも！の時に備えて、一緒に訓練しませんか。 

是非！！という方（グループ）は事前に４階事務室までお声掛けく

ださい。 

 

 
 

 

７
月
１
日
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
公
民
館
の
仕
事
は

初
め
て
で
慣
れ
る
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
趣
味
は
鉄
道
の
旅 

 
 

 

（
飲
み
鉄
）、
登
山
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
料
理
で
す
。

因
み
に
前
世
は
英
語
の

教
師
で
し
た
。 

 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新聞を読んでいると、奈良の地方版や日曜日

に折り込まれる地域情報紙に、西部公民館をご

利用のグループさんの情報を発見することがあり

ます。そんなときは、家族に「このグループさん、

うちの館で活動してはるねんで」とついつい自慢

したり。みなさんがあらゆる方面で活躍されてい

るのを見ると、私たちもとても嬉しいです。大会の

結果や展覧会開催のお知らせなどがありました

ら、ぜひお知らせくださいね。 

赤松
あかまつ

 敬安
ひろやす

です 

 
さった小平多美子さんが 6月末を 
もって退職されました。 

長きにわたり公民館を支えてくだ 

小平さんからのラストメッセージです 


